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1  ま え が き

桑園における日射エネルギーの利用効率については,小

林らにょって初めて報告された。これによれば,利用効率

の最大値は春切 夏切桑園とも17%,転換効率の最大値
は春切桑園で5,%,夏切桑園で 57%であり,ま た,生
育期間の平均値では,春切桑園での利用効率は 12%,転
換効率は25%,夏 切桑園ではそれぞれ09%, 23%で
あつたと報じている。その場合の供試ほ場は, うね間 25

π,株間 06πのいわゆる並木植とした10a当 り666株植
であつた。

一方,植物の生育・収量は,栽植密度や栽植様式によつ

て異なることが知られている。

そこで,本試験では方形植とし,10a当 り1000株 植の桑

園を供し,各器官の生育の推移を調べ,日射エネルギー利

用効率を算出して,並木植との差を検討するとともに,桑

園における日射エネルギー利用効率に関するデータの蓄積

に資そうとした。

なお,本試験は, 1976年に蚕糸試験場日野桑園 (東京都

日野市 )で実施したものである。

2 材料お よび 方 法

供試ほ場 : 植付距離は 1冽間隔の方形植とし,樹齢 3

年の根刈仕立,桑品種―ノ瀬の桑園を供した。施肥量は年

間 10a当 りN30り ,P20521り , K2012りで 3月 と6月

に分けて施した。

器官Bl重量 : 5月 20日 (夏切り時 )か ら約 3週間隔で

10月 28日 まで,および 2月 2日 に器官別に採取し,新鮮重

乾物重および葉面積などを調査した。 5月 20日 には供試

ほ場の全株の地上部重を個体毎に調査し, 8株については

根・株についても乾物として粋量した。これらから,地上

部重と根・株重との間に高い相関が認められたので,直線

回帰式を算出し,以後の調査株の当初根・株重を推定した。

日射ェネルギー : エプリー型日射計 (石
"産
業製 )を

用い,株際 。東西の株間・南北の株間・ 4株の中央,の 4

地点の地表面に設置して植被を透過したエネルギーを測定

し,反射エネルギーは植被から
"～
100ο2離れた位置に下

向きに,直射光はその反対に上向きr_設定した。日射計は

電子平衡記録計 (大倉電気製 )に接続して記録し,これを

10分ごとに読み取り集計した。

器官″1熱焼熱量 : 桑樹の各器官は,乾燥粉砕し,島津

燃研式断熱熱量計により燃焼し,熱量を測定した。

3 結果および考察

1 器官別生育の推移
桑樹の生育を各器官の乾物重の推移でみると図 1のとお

りであつた。すなわち,葉 o枝条および株は,夏切り後時

期を追って増加したが,葉は10月 7日 を最高として10月 28

日にはこれより少なくなり,校条は10月 7日 以後はほぼ一

定となり,株は 8月 26日 以後の増加量はわずかであつた。

根は,夏切り後一時減少し再び増力nしたが,夏切り時の重

量まで回復するのに約 7週要すると推定された。

蔵物警こ模二阜:L言番彙tF薔香ヤ讐々票曇曇易魯Ё電
ての炭水化物や脂肪の季節的変化から,TAZA4°)が同化・
呼吸の量的把握から指摘したところでもある。また,伐採
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図 1 器官別,生 育の推移
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回の調査では,株の重量についても測定し,夏切り後に根
重の減少がみられるのに対して株重の減少がみられなかつ

たが,このことは,夏切り後に根から株に貯蔵物質の移動
が速やかに行われることを示しているものであろう。さら

に,秋末の株重の増加が少ないのに対し根重の増力1が著し
いことは,貯蔵器官として根が大きな役割をはたすもので

あることを示したと考えられよう。

2 純同化率および作物生長速度
純同化率と葉面積指数を図 2に示したが,純同化率は生

育の初期r_大 きく, 6月 10日から7月 1日 までに 063夕/
dP/・ eeltを示し,以後は次第に低下した。このことは ,
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にしているように,成熟期を過ぎた葉では光合成能が劣つ

てくることなどによるものであろう。
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図 2 純同化率(NAR)および葉面積指数(LAI)の変化

収量成長速度は,図 3のように, 8月 12日 から26日 にか

けて最も大きく18′/材/dayを示し,その前後は漸減した。
収量生長速度は,葉面積指数と純同化率の積としても表わ

されるが,生育の前半は葉面積の増加が著しいことから収

量生長速度は増大していくが,やがて葉面積の増加が小

さくなる一方,純同化率が低下しそtヽ くこ■により収量生

長速度が小さくなるものといえよう。

3 日射エネルギーの利用効率および転換効率
日射エネルギ

「

の利用効率および転換効率を図4に示した。
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利用効率は 8月 12日 から26日 までに最高の21%を示し,
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植桑園での最高値 17%,全期間の09¢ と比べともに大き
かつた。なお,10月 7日 から28日の間は負値を示したが,

このことは落葉によるものと思われた。転換効率は生育初

骰場だ奮議麿機ふ]た『 fttblξ
は
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効率,転換効率とも本報より高い値を報じている。その場
合には葉面積指数が比較的小さく,日射エネルギーの呼吸

率が後半まで増加傾向にあるのに対し,本報ではこれらが

早い時llJに 大きくなり,以後停滞ないし減少していた。
これらのことは,栽植様式や栽植密度のちがいが主な要

因としてlulぃ たと見ることができよう。
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